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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

分
権
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
県
議
会
潮
田
龍
雄
茨
城
県
議
会
議
長

決
算
特
別
委
員
会平成年度一般会計特別会計歳入歳出決算を審査

土
木
委
員
会
県
内
調
査

侵食が進む「阿字ヶ浦海岸」座礁した「北朝鮮籍貨物船」

　次回の、平成 年第２回定例県議会
は、６月５日から 日までの 日間の
会期日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

６ ５ 木
議会運営委員会
本会議
開会 知事提出議案説明

６ 金 休会 議案調査
７ 土
８ 日
９ 月 休会 議案調査

火
議会運営委員会
本会議
一般質問 質疑

水

議会運営委員会
本会議
一般質問 質疑
議案常任委員会付託

木 休会 常任委員会
金 休会 常任委員会
土
日
月 休会 調査特別委員会
火 休会 議事整理

水
議会運営委員会
本会議
委員長報告 採決 閉会

温
泉
と
ホ
テ
ル
で
一
休
み

鹿島セントラル天然温泉ゆの華美人の湯

営業時間

入浴料金

泉 名

主 成 分

設 備

： ～ ： 　年中無休

大人 円、小人 円（税込）

ナトリウム塩化物泉

メタケイ酸、炭酸水素イオン、鉄イオン等

内風呂、露天風呂、つぼ湯、寝湯
ジェットバス、ジャグジー
ＴＶ付き大型サウナ、休憩・飲食施設
マッサージルーム、リラクゼーションルーム

　
先
の
第
一
回
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
賜
り
第
九
四
代
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

を
改
め
て
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
二
一
世
紀
も
三
年
目
に
入

り
、
我
が
国
は
進
行
す
る
少

子
高
齢
社
会
、
地
球
環
境
問

題
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済

競
争
の
激
化
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
明
治
維
新
以

来
の
中
央
集
権
型
の
社
会
シ

ス
テ
ム
か
ら
、
活
力
あ
る
民

間
と
個
性
豊
か
な
地
方
分
権

型
社
会
へ
の
抜
本
的
な
変
革

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代

に
当
た
り
、
私
た
ち
は
、
い

ば
ら
き
の
持
つ
豊
か
な
可
能

性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
住

み
良
い
郷
土
い
ば
ら
き
の
実

現
に
向
か
っ
て
着
実
に
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私

ど
も
県
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
ま
す
ま
す
激
し
く
な

る
地
域
間
・
国
際
間
競
争
を

勝
ち
抜
く
た
め
、
「
分
権
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
県
議
会
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
三
百

万
県
民
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
全
力
を
尽
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
県
民
の

皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
三
月
二
〇
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
武
藤

議
員
の
決
算
特

別
委
員
会
委
員
の
辞
任
を
許
可

し
、
同
委
員
会
委
員
に
、
澤
畠

俊
光
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

鹿島セントラル天然温泉
美人の湯　ゆの華

鹿島セントラルホテル
０２９９（９５）５５１１

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

　
土
木
委
員
会
は
、
定
例
会
開

会
中
の
三
月
一
三
日
に
、
海
岸

の
侵
食
が
心
配
さ
れ
る
「
阿
字

浦
海
岸
」
と
昨
年
一
二
月
に

日
立
港
沖
で
座
礁
し
た
「
北
朝

鮮
籍
貨
物
船
」
に
つ
い
て
、
調

査
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
阿

字

浦
海
岸

を
訪
れ
ま
し

た
。

　
県
土
木
部

か
ら
、
侵
食

対
策
と
し
て

消
波
と
漂
砂

対
策
の
両
面

か
ら
離
岸
堤

と
養
浜
工
を

併
用
す
る
こ

と
を
計
画
し

て
お
り
、
本

年
三
月
に
着

手
し
、
概
ね
五
年
程
度
の
計
画

で
事
業
を
進
め
る
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
座
礁
し
た
船
体
が
あ

る
日
立
港
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
県
土
木
部
か
ら
、
船
体
に
残

留
し
て
い
た
油
抜
き
作
業
や
積

み
荷
の
タ
イ
ヤ
チ
ッ
プ
の
撤
去

は
完
了
し
た
が
、
船
体
損
傷
が

進
み
、
船
体
崩
壊
に
よ
る
被
害

拡
大
が
心
配
さ
れ
、
ま
た
、
抜

き
取
り
油
や
タ
イ
ヤ
チ
ッ
プ
の

処
分
、
座
礁
船
の
撤
去
、
危
険

船
舶
等
の
港
湾
利
用
の
制
限
な

ど
が
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
天
然
温
泉

「
美
人
の
湯
　
ゆ
の
華
」
が
昨

年
一
二
月
、
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
で
、

メ
タ
ケ
イ
酸
を
多
く
含
ん
で
お

り
、
肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
と

好
評
で
す
。
切
り
傷
、
や
け

ど
、
慢
性
皮
膚
炎
な
ど
に
効
能

が
あ
り
ま
す
。

　
浴
室
は
和
風
と
洋
風
の
二
つ

あ
り
、
男
女
日
替
わ
り
で
利
用

で
き
ま
す
。
露
天
風
呂
、
広
い

サ
ウ
ナ
、
つ
ぼ
湯
、
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
お
風
呂

が
楽
し
め
ま
す
。

　
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
と

温
泉
を
セ
ッ
ト
し
た
お
得
な
パ

ッ
ク
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、
ホ
テ
ル

と
温
泉
で
、
の
ん
び
り
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
所
在
地
・
神
栖
町
大
野
原
四

―
七
―
一

　
問
い
合
わ
せ
・
〇
二
九
九

（
九
〇
）
〇
二
六
一

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
一
月

の
臨
時
会
で
認
定
に
付
さ
れ
た

平
成
一
三
年
度
茨
城
県
一
般
会

計
及
び
同
特
別
会
計
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
第
一
回
の
委
員
会
を
二
月
一

八
日
に
開
催
し
、
は
じ
め
に
総

括
審
査
と
し
て
、
出
納
長
、
教

育
長
、
警
察
本
部
長
、
代
表
監

査
委
員
な
ど
関
係
者
の
出
席
を

求
め
、
出
納
長
及
び
総
務
部
長

か
ら
決
算
概
要
に
つ
い
て
、
ま

た
代
表
監
査
委
員
か
ら
審
査
意

見
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
門
別

審
査
に
移
り
、
総
務
部
及
び
知

事
公
室
等
の
決
算
状
況
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　
第
二
回
の
委
員
会
は
、
三
月

一
九
日
に
開
催
し
、
企
画
部
及

び
生
活
環
境
部
の
部
門
別
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
総

括
審
査
で
は
、
定
期
監
査
に
お

け
る
指
摘
事
項
の
内
容
と
そ
の

原
因
に
つ
い
て
、
総
務
部
及
び

知
事
公
室
関
係
で
は
、
市
町
村

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画

の
策
定
状
況
、
市
町
村
合
併
特

例
交
付
金
の
内
容
、
新
世
紀
い

ば
ら
き
青
年
ふ
れ
あ
い
事
業
の

成
果
、
職
員
の
給
与
水
準
及
び

退
職
手
当
の
財
源
対
策
、
私
立

高
等
学
校
の
定
数
管
理
と
経
常

費
補
助
の
状
況
な
ど
、
企
画
部

関
係
で
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
実

施
方
法
、
思
川
開
発
に
伴
う
地

元
負
担
の
見
通
し
、
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
の
普
及
向
上
、
鹿
島

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
の
今
後
の

運
営
方
針
な
ど
、
ま
た
生
活
環

境
部
関
係
で
は
、
上
海
事
務
所

の
実
績
、
第
二
次
地
震
防
災
緊

急
事
業
五
カ
年
計
画
の
進
め

方
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持

管
理
の
状
況
、
産
業
廃
棄
物
不

法
投
棄
防
止
対
策
と
し
て
の
条

例
化
の
検
討
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
他
の
部
門
に
つ
い
て

は
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

審
査
を
行
い
、
最
後
に
総
括
審

査
を
経
て
採
決
を
行
う
予
定
で

す
。
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年　

代表質問財政再建、学校教育の強化、　　　国際物流特区構想や雇用対策提言
第
一
回
定
例
会

　
平
成
一
五
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
六
日
か

ら
三
月
二
〇
日
ま
で
の
二
三
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
一
兆
四
八
六
億

一
、
七
〇
〇
万
円
の
平
成
一
五
年
度
一
般
会
計
予

算
、
茨
城
県
産
業
活
動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の

創
出
の
た
め
の
県
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
な

ど
、
議
員
か
ら
は
、
議
会
の
議
員
の
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
や
、
意
見
書
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
定
例
会
初
日
の
提
出
議
案
の
説
明
で
、
知

事
は
、
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方
や
景
気
・
雇
用

対
策
、
改
革
の
推
進
、
少
子
・
高
齢
社
会
に
向
け
た

福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実
、
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
、

世
紀
の
い
ば
ら
き
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
、
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
な
ど
に

つ
い
て
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
で
は
、
財
政
再
建
に

向
け
て
の
知
事
の
決
意
、
義
務
教
育
と
高
校
教
育
の

連
携
、
国
際
物
流
特
区
構
想
、
雇
用
対
策
、
茨
城
の

人
間
力
・
茨
城
力
、
不
法
投
棄
対
策
、
県
北
西
部
地

域
の
振
興
、
介
護
保
険
の
充
実
、
指
導
力
不
足
等
教

員
へ
の
対
応
、
い
ば
ら
き
農
業
改
革
、
行
財
政
改
革

の
推
進
、
電
子
投
票
の
導
入
、
阿
字

浦
海
岸
の
恒

久
的
保
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
二

四
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
財
政
健
全
化
、
企
業
誘
致
エ

キ
ス
パ
ー
ト
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
港
湾

施
設
管
理
条
例
の
改
正
な
ど
に
つ
い
て
論
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
六

七
面
に
掲
載
）

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
物
流
拠
点
の
創
設
、
県

立
医
療
・
福
祉
施
設
の
再
編
整
備
、
県
立
高
校
の
再

編
整
備
、
公
営
住
宅
の
借
上
げ
、
県
営
住
宅
駐
車
場

料
金
の
値
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（五
面
に
掲
載
）

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
一
三
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
係
る
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
八
面
に
掲
載
）

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
条
例
、
人
事
、
意
見
書

な
ど
一
二
一
の
議
案
が
議
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。


